
日
本
の
近
代
化
を
い
か
に
と
ら
え
る
か
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
当
っ
て
の
「
天
皇
」
制
と
「
家
」
制
度

　
　
　
　
　
　
　
　
　
近
代
化
と
「
天
皇
」
制

　
昭
和
三
九
年
四
月
以
来
、
五
ケ
年
余
に
わ
た
る
共
同
研
究
「
日
本
の
近

代
化
に
お
よ
ぼ
し
た
外
国
法
の
影
響
」
の
過
程
と
成
果
と
を
振
り
返
っ
て

み
て
、
お
そ
ら
く
諸
般
の
事
情
か
ら
で
あ
ろ
う
が
、
最
も
基
本
的
な
問
題

で
あ
っ
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
い
さ
さ
か
掘
り
下
げ
方
が
不
十
分
だ
っ
た

箇
所
に
、
「
天
皇
」
制
と
、
そ
れ
と
は
緊
密
な
関
係
に
あ
る
「
家
」
制
度

と
が
あ
っ
た
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
そ
こ
で
、
い
ま
共
同
研
究
を
一
応
、
終

了
し
、
総
括
す
る
に
あ
た
っ
て
、
こ
れ
が
完
壁
を
期
す
る
た
め
、
あ
ら
た

め
て
、
右
の
問
題
の
近
代
化
と
の
関
連
に
つ
い
て
の
私
見
を
の
べ
、
討
論

の
栞
と
し
よ
う
。

　
　
　
　
　
　
一

　
そ
も
そ
も
近
代
化
と
は
、
い
わ
ゆ
る
伝
統
的
社
会
を
支
え
て
い
た
諸
制

　
　
　
　
月
本
の
近
代
化
を
い
か
に
と
ら
え
る
か
に
当
っ
て
の
「
天
皇
」
制
と

中
　
村
　
吉
　
三

5良

度
1
な
か
ん
ず
く
土
地
保
有
制
度
1
が
解
体
さ
れ
、
い
わ
ゆ
る
近
代

社
会
が
形
成
さ
れ
て
い
く
過
程
で
あ
る
。
も
と
よ
り
、
そ
れ
は
究
極
に
お

い
て
、
人
間
の
解
放
を
意
味
す
る
も
の
で
は
あ
る
が
、
個
人
個
人
の
人
間

が
、
い
か
に
し
て
解
放
さ
れ
て
い
く
か
の
間
題
で
は
な
く
、
こ
こ
で
は
、

や
は
り
、
そ
の
社
会
の
す
べ
て
の
構
成
員
が
、
ど
の
よ
う
に
し
で
解
放
さ

れ
て
き
た
か
、
い
い
か
え
れ
ば
、
社
会
関
係
に
お
い
て
と
ら
え
ら
れ
た
人

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
一
）

間
解
放
の
問
題
な
の
で
あ
る
。

　
（
一
）
　
「
比
較
法
学
」
第
一
巻
第
一
号
掲
載
の
拙
稿
「
日
本
の
近
代
化

　
　
　
と
い
う
こ
と
に
つ
い
て
」
（
拙
著
「
明
治
法
制
史
」
第
三
輯
収
録
）

　
　
　
で
の
べ
た
「
自
我
の
確
立
・
防
衛
・
拡
充
」
と
い
う
こ
と
も
、
は

　
　
　
な
は
だ
誤
解
さ
れ
が
ち
で
は
あ
っ
た
が
、
す
で
に
こ
の
意
味
で
と

「
家
」
制
度
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一



日
本
の
近
代
化
を
い
か
に
と
ら
え
る
か
に
当
っ
て
め
「
天
皇
」
制
と
「
家
」
制
度
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二

　
　
　
ら
え
て
い
た
つ
も
り
で
あ
る
Q

　
さ
て
、
日
本
で
は
、
そ
の
近
代
化
と
い
う
こ
と
が
、
ど
の
よ
う
な
様
相

で
お
こ
な
わ
れ
た
か
。
い
う
ま
で
も
な
く
、
日
本
の
封
建
的
土
地
保
有
関

係
・
制
度
が
、
す
く
な
く
と
も
大
筋
に
お
い
て
廃
棄
さ
れ
る
姿
勢
を
し
め

し
た
の
は
、
明
治
六
年
の
地
租
改
正
に
お
い
て
、
従
来
の
収
穫
高
を
規
準

に
取
り
立
て
る
年
貢
方
式
を
地
価
を
規
準
に
徴
収
す
る
税
金
方
式
に
「
改

正
」
さ
れ
る
に
あ
た
り
、
は
か
ら
ず
も
従
来
の
封
建
的
土
地
保
有
制
度
が

解
体
さ
れ
、
近
代
（
民
法
）
的
土
地
所
有
（
権
）
制
度
が
形
成
さ
れ
る
に

　
　
　
　
　
　
　
　
（
二
）

い
た
っ
た
と
ぎ
で
あ
っ
た
。
と
は
い
え
、
地
租
改
正
の
直
接
（
当
面
）
の

目
的
は
、
も
と
よ
り
全
国
徴
税
権
の
新
政
府
－
天
皇
政
府
i
の
も
と

へ
の
回
収
に
あ
っ
た
こ
と
は
い
う
ま
で
も
な
い
。
そ
し
て
、
こ
れ
が
実
現

に
は
、
そ
の
前
提
と
し
て
、
天
皇
の
藩
領
接
収
と
い
う
こ
と
が
完
了
し
て

い
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
・
明
治
二
年
よ
り
四
年
に
か
け
て
の
版
籍
奉
還
、

廃
藩
置
県
が
そ
れ
だ
っ
た
。
さ
ら
に
、
右
の
天
皇
の
藩
領
接
収
と
い
う
こ

と
が
実
現
す
る
た
め
に
は
、
な
に
よ
り
も
先
ず
、
幕
府
（
将
軍
）
の
支
配

体
制
の
否
定
を
ふ
く
め
て
の
全
国
統
治
権
の
天
皇
の
も
と
へ
の
回
復
（
あ

る
い
は
帰
属
）
が
必
要
だ
っ
た
。
そ
の
端
緒
を
開
い
た
の
が
慶
応
三
年
一

〇
月
一
四
日
（
一
八
六
七
年
一
一
月
九
日
）
の
大
政
奉
還
だ
っ
た
こ
と

も
、
い
う
ま
で
も
な
い
。
こ
こ
に
、
日
本
の
近
代
化
が
明
治
維
新
と
と
も

に
は
じ
ま
っ
た
と
い
わ
れ
る
所
以
が
あ
る
の
だ
が
、
と
同
時
に
、
日
本
の

「
近
代
化
」
が
以
後
、
い
わ
ゆ
る
括
弧
付
ぎ
で
い
わ
れ
湘
ば
な
ら
な
く
な

る
因
縁
の
存
す
る
と
こ
ろ
で
も
あ
っ
た
。

　
（
二
）
　
拙
著
「
明
治
法
制
史
」
第
三
輯
第
二
章
参
照
。

　
ま
ず
、
「
奉
還
」
と
い
う
こ
と
で
は
じ
ま
る
と
い
う
こ
と
か
ら
し
て
、
鮎

お
よ
そ
「
革
命
」
に
ふ
さ
わ
し
か
ら
ぬ
こ
と
で
あ
る
が
、
と
は
い
え
、
天

皇
の
位
置
が
、
そ
れ
ほ
ど
は
じ
め
か
ら
不
動
の
も
の
だ
っ
た
わ
け
で
も
な

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
の
　
　
　
　
の
　
　
の

く
、
「
至
其
期
、
其
期
に
先
じ
て
、
甘
く
玉
を
我
方
へ
奉
抱
候
御
儀
、
千

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
の
　
の

載
の
大
事
に
て
、
自
然
万
々
一
も
彼
手
に
被
奪
候
て
は
、
た
と
へ
い
か
様

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
の
　
の

の
覚
悟
仕
候
と
も
、
現
場
の
処
、
四
方
志
士
壮
士
の
心
も
乱
れ
、
芝
居
大

崩
れ
と
相
成
、
三
藩
の
亡
滅
は
不
及
申
、
終
に
皇
国
は
徳
賊
の
有
と
相

成
、
再
不
可
復
の
形
勢
に
立
至
り
候
儀
は
鏡
に
照
す
よ
り
も
明
了
に
御
座

候
」
（
慶
応
三
年
一
一
月
二
二
日
付
品
川
弥
二
郎
宛
木
戸
孝
允
書
翰
よ
り
）

と
い
っ
た
具
合
に
、
い
わ
ぽ
権
力
獲
得
の
た
め
の
方
便
に
す
ら
す
ぎ
な
か

っ
た
よ
う
で
あ
る
っ
大
政
奉
還
に
し
て
も
、
単
な
る
「
論
」
と
し
て
で
は

な
く
現
実
に
実
現
さ
れ
た
時
点
で
も
、
大
方
で
は
、
諸
藩
主
の
権
力
を
温

存
し
た
う
え
で
、
た
だ
幕
府
の
支
配
体
制
を
否
定
す
る
も
の
ぐ
ら
い
に
し



　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
の

か
受
け
取
ら
れ
て
い
な
か
っ
た
よ
う
で
、
大
政
奉
還
の
直
後
で
は
、
禁
裏
　
　
先
ノ
制
度
美
事
良
法
ハ
其
儘
被
差
置
御
変
更
無
之
候
間
列
藩
此
聖
意
ヲ
体

に
お
い
て
も
、
「
（
政
権
を
御
不
案
内
の
朝
廷
へ
御
な
げ
か
け
、
）
朝
廷
に
　
　
シ
…
…
」
と
御
沙
汰
さ
れ
（
一
二
月
二
二
日
）
、
「
別
紙
之
通
被
仰
出
候
二

　
　
の
　
の
　
の
　
の
　
の
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
の
　
の
　
　
　
　
　
　
　
　
　
の
　
の

て
御
も
て
あ
ぐ
み
に
相
成
」
（
某
越
前
藩
士
の
見
方
）
と
い
っ
た
状
態
で
、
　
　
付
其
領
内
へ
不
洩
様
領
主
ヨ
リ
篤
卜
可
申
渡
候
事
」
と
さ
れ
る
と
い
っ
た

そ
の
後
、
「
簾
前
盟
約
」
な
ど
と
い
う
こ
と
も
尤
も
ら
し
く
い
わ
れ
て
み
　
　
て
い
た
ら
く
で
あ
っ
た
。

て
む
、
い
ざ
実
際
に
朝
廷
の
召
集
に
応
じ
て
入
京
し
て
き
た
藩
主
は
、
全
　
　
　
そ
れ
で
も
そ
の
後
、
次
第
に
、
「
太
政
官
」
の
名
で
、
新
政
府
が
、
い

国
二
一
八
藩
主
中
、
わ
ず
か
に
一
二
藩
主
に
す
ぎ
な
か
っ
た
と
い
っ
た
有
　
　
い
な
ら
わ
さ
れ
て
く
る
こ
と
と
あ
い
ま
っ
て
、
明
治
二
年
六
月
一
七
日

様
で
あ
っ
た
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
一
八
六
九
年
七
月
二
五
日
）
の
版
籍
奉
還
、
同
四
年
七
月
一
四
日
（
一

　
と
も
か
く
、
こ
の
よ
う
な
海
の
も
の
と
も
川
の
も
の
と
も
つ
か
ぬ
流
動
　
　
八
七
一
年
八
月
二
九
日
）
の
廃
藩
置
県
に
よ
る
藩
領
の
天
皇
へ
の
接
収
の

的
状
況
か
ら
、
ど
う
や
ら
ぬ
け
だ
せ
そ
う
に
な
っ
た
の
は
（
大
政
奉
還
　
　
完
了
に
よ
り
、
天
皇
制
の
基
礎
も
、
ほ
ぼ
、
か
た
ま
っ
て
い
っ
た
。
そ
し

と
い
う
こ
と
に
つ
い
て
の
各
派
各
説
の
受
け
と
り
方
に
朝
廷
派
に
と
っ
て
　
　
て
、
こ
こ
に
全
国
よ
り
の
徴
税
権
も
天
皇
の
も
と
に
回
収
さ
れ
、
こ
の
機

最
も
望
ま
し
い
決
着
を
つ
け
た
の
は
）
、
慶
応
三
年
一
二
月
九
日
（
一
八
　
　
会
に
土
地
税
制
度
の
大
改
正
（
明
治
六
年
の
地
租
改
正
）
も
実
施
さ
れ
る

六
八
年
一
月
三
日
）
の
王
政
復
古
ク
ー
デ
タ
ー
の
成
功
で
あ
っ
た
。
す
く
　
　
は
こ
び
と
な
っ
た
わ
け
で
あ
り
、
こ
の
こ
と
が
、
前
述
の
よ
う
に
、
は
か

な
く
と
も
、
こ
れ
を
発
端
に
、
将
軍
職
の
廃
絶
－
辞
官
・
納
地
を
ふ
く
　
　
ら
ず
も
、
封
建
的
土
地
保
有
制
度
よ
り
近
代
法
的
土
地
所
有
権
制
度
へ
の

め
て
ー
は
、
も
は
や
決
定
的
と
な
っ
た
が
、
こ
の
こ
と
は
、
将
軍
－
　
　
移
行
、
す
な
わ
ち
伝
統
的
社
会
を
支
え
て
い
た
最
も
基
底
的
制
度
の
解
体

幕
府
1
の
支
配
体
制
の
否
定
で
は
あ
っ
た
が
、
た
だ
そ
の
こ
と
だ
け
に
　
　
1
近
代
化
ー
を
も
た
ら
せ
た
わ
け
で
も
あ
っ
た
。
そ
こ
で
、
目
本
の

と
ど
ま
り
、
ま
さ
に
、
「
自
今
摂
関
幕
府
等
廃
絶
…
…
神
武
創
業
之
始
二
　
　
近
代
化
は
、
は
じ
め
か
ら
、
天
皇
制
の
紐
つ
き
で
ス
タ
ー
ト
し
た
と
い
わ

原
キ
」
（
一
二
月
九
日
宮
堂
上
へ
諭
告
）
と
堂
々
と
宣
言
（
大
号
令
）
さ
　
　
ざ
る
を
得
ま
い
。
そ
し
て
、
そ
の
こ
と
が
、
と
ど
の
つ
ま
り
は
、
日
本
の

れ
た
が
、
「
朝
廷
に
於
テ
万
機
御
裁
決
被
遊
候
二
付
テ
ハ
…
…
…
徳
川
祖
　
　
近
代
化
を
ば
、
括
弧
付
ぎ
の
も
の
に
し
て
し
ま
う
と
い
う
結
果
を
も
た
ら

　
　
　
　
目
本
の
近
代
化
を
い
か
に
と
ら
え
る
か
に
当
っ
て
の
「
天
皇
」
制
と
』
「
家
」
制
度
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
三



　
　
　
　
日
本
の
近
代
化
を
い
か
に
と
ら
え
る
か
に
当
っ
て
の
「
天
皇
」
制
と

せ
た
の
で
は
あ
る
ま
い
か
（
い
う
な
れ
ば
、
天
皇
の
支
配
を
確
立
－

貫
徹
ー
さ
せ
る
た
め
の
「
近
代
化
」
で
あ
っ
て
、
人
民
の
都
合
か
ら
の

近
代
化
で
は
な
か
っ
た
か
ら
で
は
あ
る
ま
い
か
）
。

　
　
　
　
　
　
二

　
し
か
も
、
こ
の
近
代
化
と
天
皇
制
と
の
絡
み
あ
い
係
わ
り
あ
い
は
、
右

の
よ
う
に
近
代
化
に
と
っ
て
は
そ
の
出
発
点
、
天
皇
制
に
と
っ
て
も
ー

あ
る
い
は
異
議
も
あ
ろ
う
が
ー
そ
の
形
成
期
と
い
う
ふ
う
に
、
お
の
お

の
に
と
っ
て
当
初
か
ら
と
い
う
ば
か
り
で
は
な
く
、
そ
の
後
に
お
い
て

も
、
そ
れ
ぞ
れ
の
発
展
に
つ
れ
、
ま
す
ま
す
緊
密
の
度
合
を
濃
く
し
な
が

ら
持
続
す
る
の
で
あ
る
Q

　
さ
て
、
天
皇
制
の
構
築
は
、
明
治
四
年
の
廃
藩
置
県
で
、
こ
と
ご
と
く

旧
領
主
が
旧
領
地
か
ら
ひ
き
は
な
さ
れ
東
京
へ
召
還
さ
れ
、
新
任
の
天
皇

の
官
僚
た
る
地
方
官
（
三
府
は
「
知
事
」
、
そ
の
他
は
「
県
令
」
）
と
交
替

す
る
こ
と
と
な
っ
て
封
建
色
も
お
も
い
き
り
払
拭
せ
ら
れ
る
と
と
も
に
機

を
う
つ
さ
ず
「
太
政
官
職
制
並
事
務
章
程
」
が
制
定
さ
れ
、
「
凡
立
法
施

政
司
法
ノ
事
務
ハ
其
章
程
二
照
シ
テ
左
右
院
ヨ
リ
之
ヲ
上
達
セ
シ
メ
本
院

之
ヲ
裁
制
」
す
る
と
こ
ろ
の
「
正
院
」
な
る
も
の
が
お
か
れ
、
「
天
皇
臨

御
シ
テ
万
機
ヲ
総
判
シ
大
臣
納
言
之
ヲ
輔
弼
シ
…
…
」
と
さ
れ
る
に
い
た

「
家
」
制
度
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
四

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
一
）

り
一
段
と
進
捗
す
る
一
方
、
近
代
化
の
方
も
土
地
制
度
・
法
の
整
備
に
つ

れ
て
次
第
に
進
展
し
て
い
っ
た
。

　
（
一
）
　
拙
著
「
明
治
法
制
史
」
第
三
輯
第
二
章
参
照
Q

　
し
か
し
何
と
い
っ
て
も
天
皇
制
を
確
立
さ
せ
た
も
の
は
、
明
治
二
二
年

の
「
大
日
本
帝
国
憲
法
」
な
ら
び
に
「
皇
室
典
範
」
と
、
翌
二
三
年
の

「
教
育
二
関
ス
ル
勅
語
」
と
で
あ
っ
て
、
憲
法
の
「
告
文
」
で
は
、
「
皇

祖
皇
宗
ノ
後
商
二
飴
シ
タ
マ
ヘ
ル
統
治
ノ
洪
範
ヲ
紹
述
ス
ル
ニ
外
ナ
ラ

（
二
）ス
」
と
さ
れ
て
い
る
が
、
実
際
に
は
、
こ
こ
に
は
じ
め
て
完
成
さ
れ
た
も

の
で
あ
っ
た
。

　
（
二
）
　
「
皇
祖
」
と
は
天
照
大
神
、
「
皇
宗
」
と
は
神
武
天
皇
を
意
味

　
　
　
す
る
と
い
わ
れ
、
「
洪
範
」
と
は
天
下
を
治
め
る
大
法
の
こ
と
で

　
　
　
ま
た
、
「
紹
述
ス
ル
」
と
は
、
う
け
つ
ぎ
の
べ
あ
き
ら
か
に
す
る

　
　
　
こ
と
で
あ
る
Q

　
し
か
も
、
憲
法
の
発
布
を
前
に
し
て
、
「
憲
法
ノ
明
文
其
力
ヲ
実
際
二

保
ッ
」
た
め
に
は
、
「
其
実
質
即
チ
皇
室
ノ
財
産
ヲ
富
贈
」
に
し
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
と
の
岩
倉
具
視
の
意
見
（
明
治
一
五
年
、
閣
議
に
提
出
さ
れ
た

「
意
見
書
」
、
岩
倉
公
実
記
一
八
七
一
頁
）
に
従
っ
て
、
新
た
に
宮
内
省

に
御
料
局
が
設
置
さ
れ
（
明
治
一
八
年
一
二
月
）
、
大
量
の
国
有
山
林
が



大
蔵
省
か
ら
宮
内
省
へ
移
管
さ
れ
て
い
る
の
も
、
さ
ら
に
、
憲
法
の
施
行

を
前
に
し
て
、
「
教
育
二
関
ス
ル
勅
語
」
が
換
発
さ
れ
た
の
も
、
い
ず
れ

も
、
天
皇
制
を
安
固
に
す
る
た
め
の
補
強
で
あ
り
仕
上
げ
で
あ
っ
た
。
一

方
、
近
代
化
の
方
も
、
い
よ
い
よ
地
租
改
正
の
実
施
の
段
階
で
は
、
藩
領

接
収
の
補
償
た
る
金
禄
公
債
の
給
与
に
よ
る
旧
領
主
の
優
遇
（
彼
等
は
そ

の
投
資
に
よ
り
資
本
家
と
な
れ
た
）
と
、
土
地
所
有
権
自
体
は
近
代
法
的

に
確
立
さ
れ
て
も
、
そ
の
帰
属
、
使
用
関
係
に
お
い
て
は
依
然
旧
制
を
踏

襲
す
る
土
地
制
度
・
法
の
再
編
成
、
地
租
課
税
基
準
（
標
準
額
）
と
し
て

の
地
価
の
低
評
価
、
据
置
、
さ
ら
に
は
税
率
軽
減
な
ど
に
よ
る
地
主
層
の

懐
柔
と
に
よ
っ
て
、
著
し
く
封
建
遺
制
を
温
存
す
る
こ
と
に
な
り
な
が
ら

も
、
今
や
完
成
さ
れ
た
天
皇
制
権
力
機
構
・
国
家
体
制
（
明
治
憲
法
体
制
）

に
も
の
を
い
わ
せ
た
殖
産
興
業
政
策
の
強
引
な
推
進
に
よ
り
順
調
に
進
展

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
三
）

し
て
い
っ
た
。
も
っ
と
も
、
当
時
、
「
興
業
意
見
」
も
反
省
（
？
）
し
て

い
た
よ
う
に
、
必
ず
し
も
、
す
べ
て
順
調
と
の
み
も
い
い
き
れ
な
か
っ
た

よ
う
で
あ
る
が
、
大
勢
は
や
は
り
、
近
代
化
の
、
こ
の
「
ひ
ず
み
」
な
ど

に
は
、
一
向
、
め
も
く
れ
ず
、
一
路
、
明
治
憲
法
体
制
の
強
固
化
、
擁
護

の
路
線
を
遙
進
し
て
い
っ
た
よ
う
で
あ
る
。

　
（
三
）
　
こ
こ
に
「
興
業
意
見
」
と
い
っ
て
い
る
の
は
、
明
治
一
七
年
、

　
　
　
　
日
本
の
近
代
化
を
い
か
に
と
ら
え
る
か
に
当
っ
て
の
「
天
皇
」
制
と

　
　
　
農
商
務
省
大
書
記
官
前
田
正
名
の
編
に
か
か
る
政
府
の
臼
書
で
、

　
　
　
内
容
は
、
当
時
の
全
国
産
業
実
情
の
調
査
報
告
書
で
あ
る
と
と
も

　
　
　
に
、
殖
産
興
業
の
た
め
の
意
見
書
で
も
あ
っ
た
（
大
内
兵
衛
・
土

　
　
　
屋
喬
雄
共
編
「
明
治
前
期
財
政
経
済
史
料
集
成
」
第
一
八
・
第
一

　
　
　
九
・
第
二
〇
巻
所
収
）
。

　
　
　
　
　
　
三

　
明
治
二
三
年
一
一
月
二
九
日
、
第
一
回
帝
国
議
会
開
会
の
日
か
ら
明
治

　
　
　
　
　
　
　
　
（
一
）

憲
法
は
、
実
施
さ
れ
た
が
、
こ
の
施
行
の
直
前
、
一
〇
月
三
〇
目
に
「
教

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
二
）

育
二
関
ス
ル
勅
語
」
が
、
漢
発
さ
れ
た
。
こ
の
こ
と
は
偶
然
の
符
合
で
は

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
三
）

な
く
、
ま
え
も
っ
て
の
作
意
に
よ
る
も
の
で
あ
っ
た
Q

　
（
一
）
　
憲
法
前
文
に
、
「
帝
国
議
会
ハ
明
治
二
十
三
年
ヲ
以
テ
之
ヲ
召

　
　
　
集
シ
議
会
開
会
ノ
時
ヲ
以
テ
此
ノ
憲
法
ヲ
シ
テ
有
効
ナ
ラ
シ
ム
ル

　
　
　
ノ
期
ト
ス
ヘ
シ
」
と
あ
る
こ
と
に
も
と
づ
く
の
で
あ
る
が
、
同
年

　
　
　
一
一
月
二
五
目
の
召
集
の
日
を
施
行
日
と
す
る
と
の
異
説
も
あ
る

　
　
　
（
美
濃
部
達
吉
「
憲
法
撮
要
」
九
九
頁
）
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
の
　
の

　
（
二
）
　
一
〇
月
二
四
目
、
裁
可
さ
れ
た
時
の
原
案
で
は
、
「
徳
教
二
関

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
の
　
　
の

　
　
　
ス
ル
勅
語
」
と
な
っ
て
い
た
が
、
漢
発
に
際
し
、
「
教
育
二
関
ス

　
　
　
ル
勅
語
」
と
改
め
ら
れ
た
Q

　
（
三
）
　
そ
の
意
味
す
る
と
こ
ろ
は
全
く
違
う
が
、
昭
和
二
二
年
五
月
三

　
　
　
日
の
「
日
本
国
憲
法
」
施
行
の
日
（
同
法
第
一
〇
〇
条
）
を
前
に

「
家
」
制
度
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
五



日
本
の
近
代
化
を
い
か
に
と
ら
え
る
か
に
当
っ
て
の
「
天
皇
」
制
と
「
家
」
制
度

し
て
、
昭
和
二
二
年
三
月
三
一
目
法
律
第
二
五
号
を
以
つ
て
、

「
目
本
国
憲
法
の
精
神
に
則
り
、
教
育
の
目
的
を
明
示
し
て
、
新

し
い
目
本
の
教
育
の
基
本
を
確
立
」
せ
し
め
る
た
め
の
「
教
育
基

本
法
」
が
制
定
さ
れ
て
い
る
Q

　
な
お
、
「
教
育
二
関
ス
ル
勅
語
」
　
の
戦
後
に
お
け
る
取
扱
い
に

つ
い
て
は
、
昭
和
一
二
年
一
〇
月
八
日
の
文
部
省
通
牒
に
よ
り
、

そ
の
捧
読
、
な
ら
び
に
そ
の
謄
本
の
神
格
化
の
廃
止
が
通
達
さ
れ
、

昭
和
二
三
年
六
月
一
九
日
、
衆
参
両
院
に
お
い
て
、
そ
の
失
効
確

認
、
排
除
に
関
す
る
決
議
が
可
決
さ
れ
る
と
こ
ろ
と
な
っ
た
。

　
す
な
わ
ち
、
若
干
の
倫
理
箇
条
を
列
挙
教
示
す
る
に
、
わ
ざ
と
直
接
、

天
皇
の
名
を
以
っ
て
ま
で
し
た
教
育
勅
語
換
発
の
真
の
ね
ら
い
は
、
元
来
、

最
終
的
に
は
個
人
個
人
の
良
心
に
よ
り
決
定
、
解
決
さ
る
べ
き
は
ず
の
倫

理
規
定
を
、
あ
だ
か
も
天
皇
こ
そ
、
こ
れ
が
唯
一
最
高
の
決
定
者
、
解
決

者
で
も
あ
る
か
の
よ
う
に
、
あ
た
ま
ご
な
し
に
、
ぎ
め
つ
け
て
お
い
て
、

い
わ
ば
倫
理
・
権
威
・
権
力
の
三
位
一
体
化
を
は
か
り
、
倫
理
を
、
倫
理

を
こ
え
た
情
緒
的
、
神
秘
的
、
信
仰
の
世
界
へ
と
も
ち
こ
ん
で
し
ま
い
、
こ

れ
に
よ
り
、
真
善
美
の
極
致
、
源
泉
と
し
て
の
天
皇
を
浮
彫
に
す
る
と
と

も
に
、
も
ろ
も
ろ
の
倫
理
規
定
を
、
す
べ
て
天
皇
の
安
泰
の
た
め
に
奉
仕

す
る
も
の
ー
天
皇
制
、
明
治
憲
法
体
制
擁
護
を
使
命
と
す
る
も
の
i

六

と
し
よ
う
と
す
る
魂
胆
に
あ
っ
た
の
で
は
あ
る
ま
い
か
。
さ
れ
ば
こ
そ
、

「
皇
祖
皇
宗
ノ
遺
訓
ニ
シ
テ
子
孫
臣
民
ノ
倶
二
遵
守
ス
ヘ
キ
所
」
の
「
古

今
二
通
シ
テ
謬
ラ
ス
中
外
二
施
シ
テ
惇
ラ
ス
」
と
さ
れ
列
記
さ
れ
て
い
る

倫
理
規
定
も
、
煎
じ
詰
め
れ
ぼ
、
「
克
ク
忠
二
克
ク
孝
一
こ
と
い
う
こ
と

に
尽
ぎ
、
そ
の
「
克
ク
忠
二
克
ク
孝
二
」
と
い
う
こ
と
も
、
も
は
や
単
な

る
「
教
育
ノ
淵
源
」
た
る
に
と
ど
ま
ら
ず
ー
す
で
に
註
二
で
述
べ
た
よ

う
に
「
徳
教
」
か
ら
「
教
育
」
に
発
展
し
て
い
る
が
、
さ
ら
に
飛
躍
し
て

ー
、
じ
つ
に
「
我
国
体
ノ
精
華
」
に
し
て
、
「
以
テ
天
壌
無
窮
ノ
皇
運
ヲ

扶
翼
」
す
る
た
め
の
も
の
と
さ
れ
て
い
る
Q

　
と
こ
ろ
で
、
そ
の
「
忠
」
と
「
孝
」
で
あ
る
が
、
孝
の
方
は
、
よ
く
父

母
に
つ
か
え
る
と
い
う
日
中
、
古
今
を
通
う
じ
て
、
ほ
ぼ
同
意
味
で
あ
る

の
に
比
べ
て
、
忠
の
方
に
は
、
す
く
な
く
と
も
、
教
育
勅
語
を
さ
か
い
に

し
て
、
そ
の
前
後
で
は
別
の
意
味
が
も
た
さ
れ
て
い
る
Q
す
な
わ
ち
、
教

育
勅
語
以
前
の
「
忠
」
は
、
い
わ
ば
封
建
武
士
道
の
「
忠
」
で
、
ひ
ろ
く

主
君
に
、
ふ
た
ご
こ
ろ
な
く
、
ま
ご
こ
ろ
を
尽
く
し
て
つ
か
え
る
と
い
う

意
味
（
元
来
、
「
忠
」
の
原
語
義
は
、
正
直
と
か
、
ふ
た
ご
こ
ろ
な
く
と

か
い
っ
た
意
味
だ
っ
た
が
）
で
あ
っ
た
が
、
教
育
勅
語
以
後
に
お
い
て
は
、

「
忠
」
に
、
欽
定
に
も
と
づ
く
国
教
的
（
権
威
的
）
解
釈
が
な
さ
れ
、



「
ふ
た
ご
こ
ろ
な
く
、
ま
ご
こ
ろ
を
尽
く
し
て
天
皇
に
つ
か
え
る
」
と
い

う
意
味
に
限
定
さ
れ
る
に
い
た
っ
た
と
み
ら
れ
る
。

　
つ
ぎ
に
、
忠
と
孝
と
の
関
係
で
あ
る
が
、
両
者
は
、
つ
き
つ
め
れ
ば
、

い
わ
ゆ
る
二
律
背
反
の
関
係
に
あ
る
も
の
で
、
現
実
の
問
題
と
し
て
も
、

天
皇
へ
の
献
身
と
父
母
へ
の
孝
養
と
は
両
立
さ
せ
る
こ
と
は
困
難
で
あ
ろ

う
Q
そ
も
そ
も
、
こ
の
こ
と
は
、
人
民
各
自
の
都
合
と
国
家
の
都
合
と

は
、
な
か
な
か
調
整
し
に
く
い
と
い
う
問
題
、
つ
ま
り
、
人
民
と
国
家
・

国
家
権
力
と
の
問
の
対
立
矛
盾
の
問
題
で
あ
っ
て
、
さ
し
ず
め
当
時
な
ら
、

国
家
契
約
説
あ
た
り
で
巧
み
に
い
い
く
る
め
る
と
こ
ろ
を
（
あ
る
い
は
、

つ
い
に
階
級
国
家
死
滅
論
に
ま
で
ゅ
き
つ
か
ね
ば
な
ら
ぬ
か
も
し
れ
な
い

が
）
、
当
時
の
日
本
の
為
政
者
ら
は
、
こ
と
も
な
げ
に
、
こ
れ
を
「
忠
孝

一
本
」
と
い
う
理
念
な
い
し
は
原
理
の
よ
う
な
も
の
で
、
か
た
ず
け
よ
う

と
し
た
Q

　
す
な
わ
ち
、
こ
こ
に
「
忠
孝
一
本
」
と
は
、
単
に
忠
の
孝
に
対
す
る
絶

対
的
優
位
を
意
味
す
る
と
い
う
に
と
ど
ま
ら
ず
、
む
し
ろ
、
忠
は
孝
を
も

内
包
し
、
両
者
の
間
に
は
元
来
、
矛
盾
な
ど
生
れ
る
余
地
が
な
い
も
の
だ

と
い
う
こ
と
な
の
で
あ
る
Q
と
い
う
の
は
、
そ
も
そ
も
日
本
の
社
会
・
国

家
は
、
万
世
一
系
の
天
皇
を
、
す
べ
て
共
通
の
祖
先
に
も
つ
、
ひ
と
つ
の

　
　
　
　
日
本
の
近
代
化
を
い
か
に
と
ら
え
る
か
に
当
っ
て
の
「
天
皇
」
制
と

血
縁
に
つ
な
が
る
血
縁
家
族
の
み
に
よ
っ
て
構
成
さ
れ
た
も
の
で
（
も
と

よ
り
、
こ
の
虚
像
を
、
歴
史
的
事
実
を
踏
ま
え
た
真
実
で
あ
る
と
し
た
う

え
で
）
、
そ
の
よ
う
な
目
本
の
社
会
・
国
家
に
あ
っ
て
は
、
天
皇
と
臣
民

と
の
対
立
ー
国
家
と
人
民
と
の
矛
盾
1
な
ど
、
は
じ
め
か
ら
存
在
す

る
わ
け
が
な
い
と
い
う
の
で
あ
る
Q

　
か
く
て
、
こ
こ
に
、
国
民
各
自
を
、
そ
れ
ぞ
れ
「
家
」
に
繋
ぎ
、
さ
ら

に
悉
く
、
こ
れ
を
天
皇
の
も
と
に
統
べ
括
く
り
、
よ
っ
て
以
っ
て
天
皇
を

中
核
と
す
る
輩
固
無
比
な
国
民
の
統
合
団
結
を
形
成
す
る
た
め
の
媒
介
の

働
き
を
な
し
、
天
皇
制
権
力
・
国
家
体
制
の
機
構
は
も
と
よ
り
、
そ
の
も

と
の
、
も
ろ
も
ろ
の
支
配
関
係
の
す
み
ず
み
に
ま
で
滲
透
し
、
こ
れ
を
内

か
ら
支
え
る
べ
く
機
能
す
る
も
の
と
し
て
の
「
家
」
制
度
な
る
も
の
の
華

や
か
な
登
板
が
あ
る
。
と
同
時
に
、
こ
の
こ
と
が
、
天
皇
制
と
と
も
に
、
レ

「
家
」
制
度
も
日
本
の
近
代
化
に
著
る
し
い
影
響
を
与
え
ず
に
は
措
か
な

か
っ
た
所
以
で
あ
る
Q

　
　
　
　
　
　
四

　
右
の
よ
う
な
次
第
で
あ
っ
た
か
ら
、
「
家
」
制
度
の
、
民
法
の
う
え
で

の
温
存
ま
た
は
再
建
に
当
っ
て
は
、
「
民
法
出
テ
テ
忠
孝
亡
フ
」
と
大
変

な
意
気
込
み
で
、
つ
い
に
ボ
ァ
ッ
ソ
ナ
ー
ド
民
法
を
、
お
し
潰
す
ほ
ど
だ

「
家
」
制
度
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
七



　
　
　
　
日
本
の
近
代
化
を
い
か
に
と
ら
え
る
か
に
当
っ
て
の
「
天
皇
」
制
と

（
一
）

っ
た
Q

　
（
一
）
　
拙
著
「
明
治
法
制
史
」
第
三
輯
第
三
章
参
照
Q

　
さ
ら
に
、
そ
れ
の
み
に
は
と
ど
ま
ら
ず
、
そ
の
後
に
い
た
っ
て
も
、
日

清
・
日
露
の
両
役
を
経
て
、
国
運
は
隆
隆
、
国
威
は
衝
天
の
勢
い
と
も
み

え
た
反
面
、
経
済
膨
脹
に
と
も
な
う
歪
み
が
次
第
に
深
刻
と
な
り
、
富
国

強
兵
も
、
の
び
な
や
む
ば
か
り
か
、
社
会
不
安
を
す
ら
生
じ
て
き
た
明
治

　
（
二
）

末
年
、
ど
う
で
も
一
度
、
こ
こ
ら
で
国
民
に
活
を
入
れ
ね
ば
と
い
う
わ
け

で
換
発
さ
れ
た
と
お
も
わ
れ
る
「
戊
申
詔
書
」
（
明
治
四
一
年
一
〇
月
一

三
日
）
で
も
、
「
人
文
日
二
就
リ
月
二
将
ミ
東
西
相
椅
リ
彼
此
相
済
シ
以

テ
其
ノ
福
利
ヲ
共
ニ
ス
」
る
時
代
と
な
っ
て
も
、
「
我
力
神
聖
ナ
ル
祖
宗

　
の
　
の
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
の
　
の

ノ
遺
訓
」
と
「
我
力
光
輝
ナ
ル
国
史
ノ
成
跡
」
と
を
ま
も
り
、
「
惟
レ
信

　
　
　
の
　
の
　
の
　
ゆ
　
の
　
の

惟
レ
義
醇
厚
俗
ヲ
成
シ
華
ヲ
去
リ
実
二
就
」
く
に
お
い
て
は
、
再
び
国
運

の
開
け
る
こ
と
、
、
ま
ち
が
い
な
し
と
諭
と
さ
れ
て
い
る
。

　
（
二
）
　
明
治
四
〇
年
の
株
式
市
場
大
暴
落
に
は
じ
ま
っ
た
戦
後
恐
慌

　
　
　
は
、
足
尾
銅
山
暴
動
、
幌
内
炭
鉱
争
議
、
別
子
銅
山
暴
動
、
夕
張

　
　
　
炭
坑
同
盟
罷
業
な
ど
を
生
み
、
翌
四
一
年
の
赤
旗
事
件
に
ま
で
発

　
　
　
展
し
た
Q
な
お
、
明
治
四
一
年
九
月
二
九
日
内
務
省
令
第
一
六
号

　
　
　
「
警
察
犯
処
罰
令
」
は
、
明
治
四
〇
年
四
月
二
四
日
法
律
第
四
五

　
　
　
号
の
新
「
刑
法
」
と
と
も
に
、
明
治
四
一
年
一
〇
月
一
日
よ
り
施

「
家
」
制
度
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
八

　
　
　
行
さ
れ
た
Q

　
そ
し
て
、
ま
た
、
大
正
六
年
、
外
に
は
・
シ
ア
一
〇
月
革
命
、
内
に
は

室
蘭
日
本
製
鋼
所
、
三
菱
長
崎
造
船
所
の
ス
ト
ラ
イ
キ
…
…
と
（
翌
七
年

に
な
る
と
、
つ
い
に
米
騒
動
）
、
内
外
か
ら
押
し
寄
せ
る
「
憂
う
べ
き
」

風
潮
に
対
処
す
べ
く
、
寺
内
内
閣
の
も
と
に
設
置
さ
れ
た
「
臨
時
教
育
会

議
」
（
大
正
六
年
九
月
二
一
日
同
官
制
公
布
）
が
建
議
し
た
「
就
中
諸
般

ノ
法
令
二
於
テ
我
国
家
族
制
度
ト
相
矛
盾
ス
ル
ノ
条
項
著
シ
キ
者
ア
リ
。

教
育
二
於
テ
家
族
制
度
ヲ
尊
重
シ
立
法
二
在
リ
テ
ハ
之
ヲ
軽
視
ス
ル
カ
如

キ
ハ
撞
著
ノ
甚
シ
キ
モ
ノ
ト
謂
ハ
サ
ル
ヘ
カ
ラ
ス
。
当
局
ノ
速
二
調
査
機

　
　
　
　
　
の
　
　
の

関
ヲ
設
ケ
我
国
俗
二
副
ハ
サ
ル
法
規
ノ
改
正
二
著
手
セ
ラ
レ
ム
コ
ト
ヲ
望

ム
」
に
応
じ
て
原
内
閣
の
も
と
に
、
そ
の
「
政
府
ハ
民
法
ノ
規
定
中
我
邦

　
　
　
の
　
の
　
の
　
　
の

古
来
ノ
淳
風
美
俗
二
副
ハ
サ
ル
モ
ノ
ア
リ
ト
認
ム
。
之
力
改
正
ノ
要
綱
如

何
」
な
る
諮
問
に
も
と
づ
き
、
「
臨
時
法
制
審
議
会
」
（
大
正
八
年
七
月
八

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
三
）

目
同
官
制
公
布
）
な
る
も
の
が
設
置
さ
れ
る
に
い
た
っ
た
と
い
う
こ
と

も
、
や
は
り
教
育
勅
語
の
主
旨
を
再
確
認
し
、
「
家
」
制
度
尊
重
の
趣
旨

　
　
　
　
（
四
）

を
貫
徹
さ
せ
る
よ
り
ほ
か
に
は
、
こ
の
活
活
た
あ
「
憂
う
べ
き
」
風
潮
か

ら
「
神
国
」
を
ま
も
る
べ
き
手
立
て
は
な
い
と
、
お
も
わ
れ
た
か
ら
で
は

あ
る
ま
い
か
。



（
三
）

（
四
）

　
そ
の
結
果
、
大
正
一
四
年
に
「
民
法
親
族
編
中
改
正
ノ
要
綱
」

が
、
昭
和
二
年
に
「
民
法
相
続
編
中
改
正
ノ
要
綱
」
溺
生
れ
た
こ

と
は
周
知
の
と
お
り
だ
が
、
こ
れ
に
も
と
づ
き
、
昭
和
一
五
年
か

ら
同
一
六
年
の
間
に
、
「
人
事
法
案
（
仮
称
）
」
と
名
づ
け
た
改
正

法
案
も
で
き
て
い
た
よ
う
で
あ
る
Q

　
臨
時
法
制
審
議
会
第
二
回
総
会
（
大
正
八
年
一
〇
月
二
四
日
）

に
お
い
て
、
司
法
次
官
鈴
木
喜
三
郎
委
員
は
、
「
我
国
古
来
ノ
淳

風
美
俗
ト
申
シ
マ
ス
ル
此
言
葉
モ
甚
ダ
漠
然
ト
シ
タ
ヤ
ウ
ナ
文
字

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
の
　
の

デ
ア
リ
マ
ス
ル
ガ
…
…
他
ノ
言
葉
デ
申
シ
マ
ス
レ
バ
、
所
謂
父
母

の
　
の
　
の
　
　
　
　
の
　
　
の
　
　
の
　
　
の
　
　
の
　
　
　
　
の
　
　
の
　
の
　
　
の
　
の

二
孝
・
二
、
兄
弟
二
友
二
、
夫
婦
相
和
ス
ル
ト
云
フ
コ
ト
ノ
主
義
二

外
ナ
ラ
ヌ
ノ
デ
ゴ
ザ
イ
マ
シ
テ
…
…
政
府
ノ
見
ル
所
ト
致
シ
マ
シ

テ
ハ
、
要
ス
ル
ニ
此
家
ト
云
フ
モ
ノ
ノ
組
織
ヲ
堅
実
ニ
ス
ル
、
今

日
家
ト
云
フ
モ
ノ
ガ
ド
ウ
云
フ
工
合
二
民
法
上
ナ
ツ
テ
居
ル
カ
ト

申
シ
マ
ス
ル
ト
云
フ
ト
、
御
承
知
ノ
通
リ
実
質
ト
云
フ
ヨ
リ
ハ
寧

ロ
形
式
デ
家
ト
云
フ
観
念
ガ
出
来
テ
居
ル
ヤ
ウ
ニ
思
ヘ
ル
ノ
デ
ア

リ
マ
ス
、
即
チ
戸
主
権
行
使
ノ
範
囲
ト
シ
テ
論
ズ
ベ
キ
家
ト
云
フ

モ
ノ
ガ
、
或
ハ
広
ク
或
ハ
狭
ク
、
如
何
ニ
モ
内
容
二
於
キ
マ
シ
テ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

堅
実
ヲ
欠
イ
テ
居
ル
ヤ
ウ
ニ
思
フ
ノ
デ
ゴ
ザ
イ
マ
ス
カ
ラ
、
其
家

の
　
　
　
　
　
　
の
　
　
の
　
　
の
　
　
の
　
　
の
　
　
の
　
　
の
　
の
　
　
　
　
　
　
　
の

ノ
組
織
ト
云
フ
モ
ノ
ヲ
堅
実
ニ
ス
ル
、
サ
ウ
シ
テ
父
子
兄
弟
ノ
間

二
一
家
団
樂
ノ
幸
福
ヲ
得
セ
シ
ム
ル
ト
云
フ
建
前
二
立
法
ス
ル
方

ガ
適
当
デ
ハ
ア
ル
マ
イ
カ
、
斯
ウ
云
フ
考
カ
ラ
致
シ
マ
シ
テ
…
…
」

　
日
本
の
近
代
化
を
い
か
に
と
ら
え
る
か
に
当
っ
て
の
「
天
皇
」
制
と

　
　
　
と
諮
問
事
項
の
説
明
を
し
て
い
る
（
堀
内
節
「
家
事
審
判
制
度
の

　
　
　
研
究
」
昭
和
四
五
年
刊
資
料
篇
五
七
一
頁
）
。

　
か
く
し
て
、
天
皇
制
の
護
持
と
、
そ
の
た
め
の
「
家
」
制
度
の
堅
持
と

に
よ
り
、
明
治
末
年
の
危
機
も
大
正
の
「
憂
う
べ
き
」
風
潮
も
、
ど
う
や

ら
、
か
わ
す
こ
と
は
で
き
た
・
そ
の
か
わ
り
、
日
本
の
近
代
化
は
、
　
「
近

代
化
」
と
括
孤
付
き
で
記
せ
ね
ば
な
ら
ぬ
程
度
に
特
殊
化
さ
れ
る
に
い
た

っ
た
。

　
そ
し
て
、
こ
の
天
皇
制
の
護
持
と
、
そ
の
た
め
の
「
家
」
制
度
の
堅
持

と
い
う
こ
と
と
が
、
日
本
の
近
代
化
の
、
ど
の
点
に
、
ど
の
よ
う
な
影
響

を
お
よ
ぼ
し
た
か
の
綿
密
な
具
体
的
検
討
は
、
本
共
同
研
究
の
各
部
門
に

お
い
て
、
さ
ら
に
執
拗
に
続
け
ら
れ
ね
ぽ
な
ら
な
い
と
こ
ろ
で
あ
ろ
う
・

「
家
」
制
度

九



　
　
日
本
の
近
代
化
を
い
か
に
と
ら
え
る
か
に
当
っ
て
の
「
天
皇
」
制
と

日
本
の
近
代
化
を
い
か
に
と
ら
え
る
か
に

当
っ
て
の
「
天
皇
」
制
と
「
家
」
制
度
く
補
遺
v

　
i
「
家
」
と
は
な
に
か
ー

　
　
　
　
　
　
一

　
「
家
」
制
度
と
い
う
と
き
の
「
家
」
と
は
、
い
っ
た
い
な
に
か
。
「
法

典
調
査
会
」
（
明
治
二
六
年
二
月
二
二
日
勅
令
第
二
号
）
に
お
け
る
富

井
政
章
の
い
う
と
こ
ろ
に
よ
れ
ば
、
「
家
ト
云
フ
ノ
ハ
無
論
籍
ト
云
フ
ノ

デ
有
形
ノ
建
物
ヲ
指
ス
ノ
デ
ハ
ア
リ
マ
セ
ヌ
。
或
ハ
籍
ト
書
カ
ウ
ト
思
ヒ

マ
シ
タ
ガ
何
ン
ダ
カ
戸
籍
簿
臭
イ
カ
ラ
民
法
デ
ハ
家
ト
書
キ
マ
シ
タ
」
と

い
う
こ
と
だ
そ
う
だ
が
、
「
家
」
制
度
と
か
、
「
家
族
制
度
」
な
い
し
は

「
家
族
治
制
」
と
か
い
わ
れ
る
場
合
の
「
家
」
に
は
、
そ
れ
以
上
の
特
別

の
意
味
が
も
ら
れ
て
い
た
（
も
た
さ
れ
て
い
た
）
よ
う
で
あ
る
。
し
か

も
、
そ
の
意
味
内
容
は
は
じ
め
か
ら
一
定
不
変
の
も
の
が
あ
っ
た
の
で
は

な
く
、
「
今
日
迄
ノ
内
務
省
司
法
省
ナ
ド
ノ
行
政
上
指
令
ヲ
下
シ
テ
居
ル

傾
キ
ヲ
調
ベ
テ
見
ル
ト
…
…
唯
内
務
省
ノ
御
役
人
、
司
法
省
ノ
御
役
人
ガ

自
分
ノ
考
ノ
ミ
ヲ
以
テ
サ
ウ
云
フ
コ
ト
ニ
シ
タ
ノ
デ
ナ
ク
シ
テ
輿
論
モ
サ

「
家
」
制
度
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
〇

ウ
云
フ
風
ニ
ナ
ツ
テ
居
ル
カ
ラ
今
日
ノ
時
勢
デ
ハ
斯
ウ
云
フ
モ
ノ
ハ
斯
ウ

云
フ
風
ニ
シ
タ
方
ガ
宜
カ
ラ
ゥ
ト
云
ウ
ノ
デ
知
ラ
ズ
識
ラ
ズ
ノ
間
二
其
観

念
ガ
変
ツ
テ
来
テ
居
ル
」
と
い
っ
た
梅
謙
次
郎
（
同
じ
く
「
法
典
調
査

会
」
で
）
の
こ
と
ば
ど
お
り
、
昔
か
ら
「
家
」
と
い
う
も
の
は
、
こ
う
い

う
も
の
だ
っ
た
と
い
う
こ
と
か
ら
で
は
な
く
、
ど
う
い
う
風
に
「
家
」
の

観
念
を
定
着
さ
せ
た
方
が
、
よ
ろ
し
か
ろ
う
と
か
い
う
こ
と
で
、
ぎ
ま
っ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
一
）

て
き
た
も
の
で
は
あ
る
ま
い
か
Q

　
（
一
）
　
右
は
、
い
ず
れ
も
「
法
典
調
査
会
」
の
第
一
二
四
回
、
第
二
一

　
　
　
五
回
会
議
に
お
け
る
発
言
で
、
　
「
法
典
調
査
会
議
事
速
記
録
民
法

　
　
　
親
族
編
相
続
編
筆
記
」
と
し
て
昭
和
七
年
－
二
』
年
に
覆
刻
刊
行

　
　
　
さ
れ
た
も
の
か
ら
引
用
し
た
Q

　
例
え
ば
、
慶
応
四
年
の
「
仮
刑
律
」
に
よ
る
と
、
「
凡
、
同
居
之
従
類

子
弟
、
家
長
に
由
ら
ず
、
檀
に
家
財
を
費
用
い
た
す
も
の
…
…
」
と
、
あ

だ
か
庵
「
家
」
と
は
、
家
長
に
率
い
ら
れ
た
雇
人
ま
で
を
ふ
く
む
団
体

と
、
そ
の
財
産
の
観
が
あ
る
が
、
明
治
三
年
の
「
新
律
綱
領
」
や
、
明
治

六
年
の
「
改
定
律
例
」
に
な
る
と
、
「
凡
奴
碑
雇
人
、
家
長
ノ
財
物
ヲ
盗

ム
者
…
…
」
（
「
新
律
綱
領
」
）
と
か
、
「
凡
雇
人
家
長
ノ
財
物
ヲ
盗
ム
者

ハ
…
…
」
（
「
改
定
律
例
」
第
一
四
三
条
）
と
か
、
「
凡
雇
人
家
長
ヲ
殴



チ
…
…
」
（
同
第
二
二
〇
条
）
と
か
、
家
長
と
は
雇
人
に
対
す
る
主
人
の

称
呼
と
さ
れ
、
「
家
」
の
観
念
か
ら
親
族
の
方
が
、
か
え
っ
て
は
ず
さ
れ

　
　
　
　
　
　
　
（
二
）

た
観
す
ら
み
ら
れ
る
。

　
（
一
．
一
）
　
親
族
を
率
い
る
家
長
と
し
て
は
、
む
し
ろ
「
父
兄
」
と
か
（
「
新

　
　
　
律
綱
領
」
）
、
「
尊
長
」
と
い
う
字
が
つ
か
わ
れ
て
い
る
（
「
改
定
律

　
　
　
例
」
第
二
二
四
条
－
第
二
二
六
条
）
。

　
も
っ
と
も
、
そ
の
後
、
地
券
の
取
扱
い
を
め
ぐ
っ
て
の
　
「
伺
」
、
「
指

令
」
の
う
え
で
次
第
に
、
「
当
主
」
と
か
、
「
戸
主
」
と
か
い
っ
た
「
家
」

の
代
表
者
と
、
「
家
族
」
と
の
関
係
が
、
う
か
び
あ
が
り
、
「
家
」
の
輪
郭

も
、
だ
ん
だ
ん
と
は
っ
き
り
し
て
い
っ
た
よ
う
で
あ
る
Q

　
例
え
ば
、
明
治
六
年
一
二
月
九
日
神
奈
川
県
伺
「
地
所
永
代
売
御
差
許

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

相
成
候
二
付
テ
ハ
華
士
族
平
民
共
勝
手
売
買
勿
論
ノ
処
一
家
ノ
当
主
二
無

之
子
弟
厄
介
妻
妾
僕
岬
タ
リ
ト
モ
総
テ
御
国
人
タ
ル
モ
ノ
其
身
分
ヲ
不
問

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
の
　
　
の

譲
替
売
買
ト
モ
承
届
不
苦
候
哉
又
ハ
戸
主
ノ
外
事
故
因
縁
不
得
已
事
情
無

之
テ
ハ
難
届
義
二
候
哉
」
に
対
す
る
同
七
年
三
月
四
日
の
内
務
省
指
令

「
地
所
ノ
儀
勝
手
売
買
被
差
許
候
儀
二
付
キ
子
弟
妻
妾
僕
脾
ノ
類
一
家
ノ

ロ
　
の

戸
主
二
無
之
候
共
一
己
ノ
私
財
ヲ
以
テ
買
受
又
ハ
自
己
私
有
ノ
地
ヲ
他
へ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
o
o
o
o
o
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
三
）

売
渡
候
儀
承
届
不
苦
候
尤
売
買
共
戸
主
ノ
連
印
ヲ
以
取
扱
フ
ヘ
シ
」
に
お

　
　
　
　
目
本
の
近
代
化
を
い
か
に
と
ら
え
る
か
に
当
っ
て
の
「
天
皇
」
制
と

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
の

い
て
、
ま
た
、
明
治
一
〇
年
六
月
一
二
日
愛
媛
県
伺
「
非
戸
主
自
己
ノ
名

前
ヲ
以
テ
地
券
ヲ
所
持
ス
ル
モ
差
支
無
之
哉
」
に
対
す
る
同
年
八
月
二
八

　
　
　
　
　
　
　
　
の
　
の

日
の
内
務
省
指
令
「
戸
主
ニ
ア
ラ
サ
ル
モ
ノ
自
己
ノ
名
前
ヲ
以
テ
地
券
所

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
O
O
　
　
　
　
　
O
O
　
　
　
　
　
　
（
四
）

持
苦
シ
カ
ラ
ス
ト
錐
ト
モ
地
券
ハ
戸
主
ノ
名
前
ヲ
肩
書
シ
授
与
可
致
事
」

に
お
い
て
、
す
で
に
「
家
」
の
存
在
が
相
当
明
瞭
に
よ
み
と
れ
よ
う
。

　
さ
ら
に
、
「
家
」
の
財
産
に
対
す
る
「
家
族
」
ー
個
人
ー
の
財
産

と
い
う
こ
と
に
つ
い
て
も
、
明
治
八
年
五
月
九
日
敦
賀
県
伺
「
地
券
ハ
其

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
の

家
二
付
与
ス
ル
モ
ノ
ニ
非
ス
シ
テ
其
人
二
付
与
ス
ル
者
二
候
哉
」
に
対
す

る
同
一
〇
年
八
月
二
七
日
の
内
務
省
指
令
で
、
「
伺
ノ
通
」
と
ぎ
わ
め
て

明
晰
な
答
え
を
し
て
い
る
が
、
右
伺
中
の
他
の
条
項
「
若
シ
其
人
二
付
与

ス
ル
モ
ノ
ニ
候
ハ
ハ
養
子
ノ
戸
主
事
故
有
之
双
方
熟
議
ノ
上
力
或
ハ
公
裁

ヲ
経
テ
離
縁
ト
相
成
ル
モ
ノ
養
父
ヨ
リ
譲
受
シ
地
券
元
戸
主
タ
ル
養
子
ヨ

リ
跡
相
続
ノ
モ
ノ
ヘ
譲
与
ヲ
欲
セ
サ
レ
ハ
養
家
ニ
テ
何
等
ノ
苦
情
有
之
候

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

ト
モ
採
用
難
相
成
儀
二
候
哉
」
に
対
す
る
指
令
で
は
、
「
地
券
ハ
其
人
二

付
与
ス
ル
者
ト
難
ト
モ
養
子
中
二
得
タ
ル
地
券
ハ
総
テ
離
縁
ノ
節
持
去
ル

　
　
　
　
　
　
　
　
ー
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
五
）

ヲ
許
サ
ス
但
実
家
ヨ
リ
付
与
ス
ル
分
ハ
此
限
ニ
ア
ラ
ス
」
と
、
や
は
り

「
家
」
の
財
産
と
い
う
こ
と
に
拘
泥
し
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。
こ
の
点
、

む
し
ろ
、
明
治
五
年
九
月
一
八
日
太
政
官
布
告
第
二
七
五
号
の
「
父
兄
ト

「
家
」
制
度
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
一



　
　
　
　
日
本
の
近
代
化
を
い
か
に
と
ら
え
る
か
に
当
っ
て
の
「
天
皇
」
制
と

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
の
　
の
　
の
　
の
　
の
　
の
　
の

同
居
ノ
子
弟
或
ハ
別
居
シ
テ
財
産
ヲ
異
ニ
ス
ル
モ
ノ
又
ハ
父
既
二
家
督
ヲ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
の
　
の
　
の
　
の
　
の
　
の

其
子
二
譲
リ
隠
居
別
宅
シ
テ
財
産
ヲ
異
ニ
ス
ル
者
自
今
一
己
二
金
銀
借
受

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
の
　
の
　
　
の

候
分
其
証
券
中
本
家
ノ
戸
主
保
正
ノ
調
印
無
之
上
ハ
貸
主
二
於
テ
本
家
ノ

　
　
　
の

財
産
ヲ
目
的
ト
シ
貸
シ
与
フ
ル
筋
無
之
候
二
付
若
シ
右
等
ノ
者
共
返
金
相

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
の
　
　
の
　
　
の
　
　
の
　
　
の
　
　
の
　
　
の
　
　
の
　
　
の

滞
訴
訟
二
及
ヒ
候
節
同
居
ノ
者
ハ
其
身
所
持
ノ
品
物
ノ
ミ
分
産
異
居
ノ
者

　
の
　
の
　
の
　
の
　
の

ハ
其
財
産
ノ
ミ
ヲ
以
テ
之
二
当
テ
身
代
限
リ
ニ
裁
判
申
渡
候
条
為
心
得
此

　
　
　
　
（
六
）

段相

達
候
事
」
の
方
が
、
は
る
か
に
明
快
と
い
え
よ
う
。

　
と
こ
ろ
が
、
明
治
一
〇
年
九
月
一
一
日
滋
賀
県
伺
「
戸
主
ニ
ア
ラ
サ
ル

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
の
　
の

者
地
所
売
買
譲
与
願
出
ル
ト
キ
ハ
其
願
書
へ
戸
主
ノ
姓
名
ヲ
肩
書
シ
且
之

　
の
　
　
の

二
連
署
致
サ
セ
候
儀
既
二
同
局
へ
伺
済
ノ
処
若
シ
戸
主
ノ
連
暑
ヲ
諾
セ
ザ

ル
者
ア
ル
モ
素
ヨ
リ
其
売
買
譲
与
ノ
権
利
上
二
関
係
ナ
キ
ヲ
以
テ
区
戸
長

ノ
調
印
有
之
ト
キ
ハ
聞
届
可
然
哉
」
に
対
す
る
同
二
年
一
月
一
六
日
の

内
務
省
指
令
で
は
、
「
戸
主
ノ
連
署
ヲ
要
ス
ル
儀
ト
心
得
ヘ
シ
」
と
し
な

が
ら
も
、
「
但
別
二
一
家
ヲ
立
テ
戸
籍
上
ノ
ミ
家
族
タ
ル
者
ノ
如
キ
ハ
此

　
　
　
　
（
七
）

限
ニ
ア
ラ
ス
」
と
し
て
い
る
Q
こ
こ
に
い
う
「
別
一
二
家
ヲ
立
テ
」
の

　
の
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
の

「
家
」
は
、
一
戸
を
構
え
独
立
の
生
計
を
営
む
こ
と
、
す
な
わ
ち
、
「
所

帯
」
と
か
、
「
世
帯
」
と
か
い
っ
た
意
味
の
も
の
に
近
い
の
で
は
あ
る
ま

い
か
。
は
た
し
て
、
そ
う
だ
と
す
る
と
、
ま
さ
に
「
家
」
の
観
念
は
流
動

「
家
」
制
度
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
二

的
で
、
時
勢
に
つ
れ
て
、
い
ろ
い
ろ
と
変
化
す
る
も
の
だ
と
い
う
こ
と
に

も
な
る
Q

　
（
三
）
　
内
務
省
地
理
局
編
「
例
規
類
纂
」
（
明
治
一
七
年
刊
）
第
四
巻

　
　
　
二
五
五
T
Q

　
（
四
）
　
外
岡
茂
十
郎
編
「
明
治
前
期
家
族
法
資
料
」
第
一
巻
第
二
冊

　
　
　
（
昭
和
四
二
年
刊
）
六
五
二
頁
Q

　
（
五
）
　
同
右
六
五
一
頁
。

　
（
六
）
　
小
野
梓
「
民
法
之
骨
」
上
篇
（
明
治
一
七
年
刊
）
は
、
同
布
告

　
　
　
の
「
出
ツ
ル
ニ
及
ン
デ
戸
主
ノ
制
半
ハ
其
基
ヲ
失
却
シ
綾
二
其
余

　
　
　
喘
ヲ
存
ス
ル
ニ
過
ギ
ズ
是
ヲ
以
テ
今
後
益
々
其
意
ヲ
拡
ゲ
民
法
上

　
　
　
全
ク
其
跡
ヲ
止
メ
ザ
ル
ニ
至
ラ
シ
ム
ペ
キ
ナ
リ
」
と
し
て
い
る

　
　
　
（
同
書
一
二
五
頁
）
Q

　
（
七
）
　
前
掲
「
明
治
前
期
家
族
法
資
料
」
第
二
巻
第
二
冊
上
（
昭
和
四

　
　
　
四
年
刊
）
六
頁
Q

　
　
　
　
　
　
二

　
流
動
的
と
い
え
ば
、
だ
い
い
ち
、
親
族
の
範
囲
す
ら
そ
う
で
、
「
新
律

綱
領
」
の
「
五
等
親
図
」
に
は
、
祖
父
母
・
継
母
・
兄
弟
姉
妹
・
孫
と
な

　
　
　
　
　
　
　
　
　
o
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
一
）

ら
べ
て
、
「
妻
」
と
「
妾
」
と
が
明
記
さ
れ
て
い
た
し
、
明
治
一
一
年
五

月
八
日
栃
木
県
伺
「
一
夫
一
妻
ハ
人
民
一
般
ノ
通
義
二
候
処
妾
二
至
リ
テ



ハ
制
限
無
之
二
付
士
民
ヲ
論
セ
ス
数
名
ヲ
迎
ヒ
入
籍
候
テ
モ
不
苦
候
哉
」

に
対
す
る
同
年
六
月
四
日
の
内
務
省
通
知
に
も
、
「
本
年
五
月
八
日
附
ヲ

以
テ
妾
数
名
入
籍
ノ
義
二
付
御
上
申
有
之
候
処
右
ハ
追
テ
民
法
確
定
候
迄

　
　
の
　
の
　
　
の
　
　
　
　
の

ハ
其
地
方
ノ
習
慣
二
、
ヨ
リ
差
支
無
之
様
適
宜
御
取
計
相
成
可
然
義
ト
存
候

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
二
）

依
テ
御
伺
書
ハ
別
二
指
令
無
之
候
此
段
及
御
通
知
候
也
」
と
あ
り
、
は
じ

め
て
私
生
子
を
規
定
し
た
明
治
六
年
一
月
一
八
日
太
政
官
布
告
第
二
一
号

に
は
、
わ
ざ
わ
ざ
「
妻
妾
二
非
サ
ル
婦
女
」
と
い
う
い
い
方
ま
で
し
て
い

る
く
ら
い
で
あ
る
Q

　
（
一
）
　
「
刑
法
」
（
明
治
二
二
年
七
月
一
・
七
日
太
政
官
布
告
第
三
六
号
）

　
　
　
「
第
一
〇
章
親
属
例
」
（
第
一
一
四
条
・
第
一
一
五
条
）
　
の
施
行

　
　
　
（
明
治
一
四
年
七
月
八
目
太
政
官
布
告
第
三
六
号
に
よ
り
同
一
五

　
　
　
年
一
月
一
目
よ
り
）
で
、
「
妾
」
　
の
法
律
上
の
地
位
は
な
く
な
つ

　
　
　
た
が
Q

　
（
二
）
　
前
掲
「
明
治
前
期
家
族
法
資
料
」
第
二
巻
第
二
冊
上
七
八
頁
Q

こ
の
よ
う
に
、
「
ダ
ソ
ダ
ン
遷
リ
変
ツ
テ
来
テ
居
ル
時
勢
ト
云
フ
モ
ノ

ニ
依
ツ
テ
見
ル
ト
先
ツ
此
処
、
親
族
ト
云
ヘ
バ
血
族
ヲ
土
台
ニ
シ
テ
夫
レ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
三
）

二
配
偶
者
ト
姻
族
ヲ
加
ヘ
テ
」
い
る
よ
う
で
あ
る
と
梅
謙
次
郎
は
い
っ
て

い
る
が
、
は
た
し
て
時
勢
の
流
れ
る
ま
ま
に
身
を
任
せ
た
格
好
だ
っ
た
ろ

　
　
　
　
日
本
の
近
代
化
を
い
か
に
と
ら
え
る
か
に
当
っ
て
の
「
天
皇
」

　
　
う
か
。
ま
た
、
右
の
明
治
一
」
年
五
月
八
日
の
内
務
省
通
知
に
あ
る
よ
う

　
　
に
、
「
民
法
確
定
候
迄
ハ
其
地
方
ノ
習
慣
ニ
ヨ
リ
」
で
あ
っ
た
ろ
う
か
。

　
　
結
論
か
ら
い
え
ば
、
各
地
方
－
民
衆
1
の
習
慣
に
よ
る
と
い
う
よ
り

　
　
は
、
む
し
ろ
、
す
く
な
く
と
も
一
般
民
衆
の
ほ
ん
の
一
部
に
す
ぎ
な
い
士

　
　
族
の
慣
習
、
す
な
わ
ち
武
家
法
に
の
み
則
っ
と
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
前
記

　
　
「
法
典
調
査
会
」
で
、
磯
部
四
郎
が
、
「
連
レ
子
」
の
規
定
（
七
三
九
条
）

　
　
に
つ
い
て
の
是
非
論
に
関
連
し
て
、
「
家
族
主
義
ヲ
本
ト
ス
ル
国
二
於
テ

　
　
ハ
…
…
果
シ
テ
立
派
ナ
蜘
櫛
二
行
ハ
レ
テ
居
ル
カ
ト
云
ヘ
バ
殆
ン
ド
戸
主

　
　
ノ
身
分
モ
妻
ノ
身
分
モ
分
ラ
ヌ
ヤ
ウ
ナ
変
ナ
下
等
動
物
ノ
方
二
行
ハ
レ
テ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
の
　
　
　
　
の
　
　
の

　
　
居
ル
慣
習
デ
ア
ツ
テ
決
シ
テ
上
等
社
会
即
チ
家
ノ
血
統
ヲ
正
シ
ク
シ
ナ
ケ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
四
）

　
　
レ
バ
ナ
ラ
ヌ
ト
云
フ
方
ニ
ハ
行
ハ
レ
テ
居
ラ
ヌ
」
と
い
っ
た
こ
と
は
有
名

　
　
だ
が
、
こ
の
考
え
方
が
、
結
局
は
支
配
的
、
決
定
的
と
な
っ
た
よ
う
で
あ

　
　
る
Q

　
　
　
（
三
）
　
前
掲
「
法
典
調
査
会
議
事
速
記
録
」
第
一
二
四
回
。

　
　
　
（
四
）
　
同
右
第
一
二
五
回
Q

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
の
　
　
　
　

　
　
　
明
治
六
年
一
月
二
二
日
太
政
官
布
告
第
二
八
号
は
、
　
「
今
般
華
士
族
家

　
　
督
相
続
ノ
儀
二
付
左
ノ
通
被
相
定
候
条
此
旨
相
達
候
事
」
と
し
て
、
「
家

　
　
督
相
続
ハ
必
総
領
ノ
男
子
タ
ル
可
シ
若
シ
亡
没
或
ハ
廃
篤
疾
等
不
得
止
ノ

制
と
「
家
」
制
度
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
三



　
　
　
　
日
本
の
近
代
化
を
い
か
に
と
ら
え
る
か
に
当
っ
て
の
「
天
皇
」
制
と

事
故
ア
レ
ハ
其
事
実
ヲ
詳
ニ
シ
次
男
三
男
又
ハ
女
子
へ
養
子
相
続
願
出
ツ

ヘ
シ
次
男
三
男
女
子
無
之
者
ハ
血
統
ノ
者
ヲ
以
テ
相
続
願
出
ツ
ヘ
シ
若
シ

故
ナ
ク
順
序
ヲ
越
テ
相
続
致
ス
者
ハ
相
当
ノ
答
可
申
付
事
…
…
」
と
定
め

て
い
る
が
、
華
士
族
家
督
相
続
法
で
あ
っ
て
平
民
家
督
相
続
法
で
は
な

い
。
「
上
等
社
会
」
の
法
は
定
め
て
も
、
「
変
ナ
下
等
動
物
」
の
社
会
の
法

な
ど
い
ら
な
い
と
い
う
わ
け
か
Q

　
　
　
　
　
　
　
　
か
な
め

　
し
か
も
武
家
法
中
の
要
と
も
い
う
べ
ぎ
長
嫡
子
単
独
相
続
制
の
堅
持
も

忘
れ
て
い
な
い
。
そ
も
そ
も
、
「
器
量
を
重
ん
じ
嫡
庶
を
問
は
ぬ
」
と
い

っ
た
実
力
本
位
の
闊
達
な
気
風
の
漂
っ
て
い
た
武
家
の
社
会
も
、
鎌
倉

ー
↓
室
町
ー
↓
戦
国
と
時
代
が
移
る
に
つ
れ
て
次
第
に
、
「
知
行
」
と
の

関
連
に
お
い
て
、
「
名
跡
」
が
重
ん
じ
ら
れ
「
名
跡
相
続
」
（
家
督
相
続
、

従
っ
て
単
独
相
続
）
が
行
わ
れ
る
よ
う
に
な
り
、
こ
と
に
、
秀
吉
、
家
康

が
天
下
統
一
の
覇
業
を
為
遂
げ
る
や
、
彼
等
の
現
体
制
維
持
へ
の
執
念
か

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
か

ら
、
に
わ
か
に
「
下
、
．
上
に
剋
つ
」
と
い
っ
た
風
潮
は
斥
け
ら
れ
、
か
わ

っ
て
「
天
ハ
尊
ク
地
ハ
卑
シ
、
天
ハ
タ
カ
ク
地
ハ
ヒ
ク
シ
、
上
下
差
別
ア

ル
ゴ
ト
ク
人
ニ
モ
マ
タ
君
ハ
タ
ツ
ト
ク
臣
ハ
イ
ヤ
シ
キ
ゾ
」
（
林
羅
山
「
春

鑑
抄
」
）
と
い
っ
た
上
下
尊
卑
の
秩
序
維
持
を
根
本
と
す
る
「
武
家
の
作

法
」
が
、
充
満
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。
そ
う
な
れ
ば
、
武
家
の
法
も
道
徳

「
家
」
制
度
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
四

も
、
畢
寛
、
身
分
の
固
定
化
、
安
定
化
に
専
念
せ
ざ
る
を
得
ず
、
そ
の
た

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
の
　
の

め
、
人
力
で
は
左
右
で
き
な
い
、
い
わ
ば
、
天
与
の
身
分
と
も
い
え
る

「
筋
目
」
（
家
系
」
家
筋
）
の
尊
重
、
な
い
し
は
絶
対
視
と
い
う
こ
乏
に

な
っ
た
の
で
は
あ
る
ま
い
か
。
前
に
「
妾
」
の
奇
妙
な
法
的
地
位
に
ふ
れ

た
が
、
「
妻
を
嬰
る
事
は
祖
先
の
後
を
重
ん
じ
て
子
孫
を
絶
た
ざ
ら
ん
と

の
義
な
れ
ぽ
、
天
地
の
道
に
随
ひ
妻
妾
を
蓄
へ
て
継
嗣
を
広
く
す
る
事
、

聖
賢
の
教
な
り
」
（
会
沢
正
志
「
舞
篇
」
）
と
ま
で
い
わ
れ
れ
ば
、
う
な
ず

け
な
い
こ
と
も
な
か
ろ
う
Q

　
し
か
し
、
．
も
と
も
と
「
武
家
の
作
法
」
ー
武
家
の
法
と
道
徳
1

は
、
封
建
の
制
あ
っ
て
の
も
の
で
、
す
で
に
大
政
奉
還
↓
版
籍
奉
還

上
廃
藩
置
県
1
↓
地
租
改
正
と
封
建
の
制
が
崩
れ
る
と
と
も
に
、
明
治

九
年
八
月
五
日
太
政
官
布
告
第
一
〇
八
号
「
金
禄
公
債
証
書
発
行
条
例
」

に
よ
り
家
禄
の
制
も
廃
せ
ら
れ
た
と
い
う
こ
と
に
な
る
と
、
も
は
や
、
そ

の
基
盤
を
失

い
（
裏
返
え
せ
ぽ
、
日
本
資
本
主
義
の
急
激
な
発
展
に
つ
れ

て
）
、
今
や
、
廃
頽
の
一
途
を
た
ど
っ
て
い
た
わ
け
で
あ
る
Q
こ
の
こ
と

は
、
前
に
列
挙
し
た
地
券
の
渡
方
、
書
替
、
裏
書
な
ど
の
取
扱
い
方
に
つ

い
て
の
伺
と
、
こ
れ
に
対
す
る
指
令
を
み
れ
ば
、
十
分
に
窺
い
知
る
こ
と

が
で
き
よ
う
。



　
当
時
の
よ
う
な
未
だ
民
法
典
の
制
定
さ
れ
る
ま
で
の
日
本
の
「
民
法
」

は
、
時
宜
発
せ
ら
れ
る
布
告
、
布
達
、
達
の
類
や
、
右
の
よ
う
な
伺
に
対

す
る
指
令
の
積
み
重
ね
と
、
そ
の
修
正
と
い
う
形
で
「
立
法
」
さ
れ
存
在

し
て
い
た
わ
け
だ
が
、
こ
う
な
る
と
、
民
法
の
う
ち
、
財
産
法
の
分
野
で

は
、
「
時
勢
の
流
れ
」
に
身
を
任
せ
た
格
好
な
の
に
、
身
分
法
の
範
囲
で

は
、
「
時
勢
の
流
れ
」
に
逆
ら
っ
て
い
た
と
い
う
こ
と
に
も
な
ろ
う
。

　
そ
れ
で
は
、
な
ぜ
敢
え
て
逆
ら
っ
た
の
か
。
端
的
に
い
う
な
ら
天
皇
制

－
国
体
－
護
持
の
た
め
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
ま
ず
、
天
皇
を
中
核

と
す
る
国
民
の
一
大
統
合
を
、
「
血
に
よ
る
団
結
」
ー
日
本
民
族
は
、

す
べ
て
万
世
一
系
の
天
皇
と
血
縁
に
あ
る
者
の
み
か
ら
成
る
ー
に
よ
っ

て
な
し
と
げ
よ
う
と
し
た
Q
そ
れ
に
は
、
「
国
史
」
ー
「
皇
国
史
観
」

1
の
普
及
徹
底
も
さ
る
こ
と
な
が
ら
、
わ
が
家
の
「
家
法
」
（
民
法
身

分
法
）
も
、
皇
家
の
「
家
法
」
（
明
治
二
二
年
「
皇
室
典
範
」
、
現
行
法
は

　
　
　
　
　
の
　
の

昭
和
二
二
年
法
律
第
三
号
「
皇
室
典
範
」
）
も
、
同
主
旨
の
も
の
ー
同

じ
く
武
家
法
に
も
と
づ
く
ー
だ
と
い
う
こ
と
が
、
案
外
な
に
よ
り
も
強

く
、
皇
家
と
わ
が
家
の
つ
な
が
り
1
一
体
感
1
を
感
じ
さ
せ
る
の
で

は
な
い
か
と
い
っ
た
単
純
素
朴
（
？
）
な
発
想
か
ら
で
あ
っ
た
か
も
し
れ

な
い
Q

　
　
　
　
目
本
の
近
代
化
を
い
か
に
と
ら
え
る
か
に
当
っ
て
の
「
天
皇
」
制
と

「
家
」
制
度

一
五


